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第１回 配付資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 席につきましたら・・・ 

１ 同じテーブルの方に「おはようございます！」 ぜひあいさつをお願いします。 

２ 名札シールにお名前を書き、衣服のわかりやすい位置にお貼りください。 

３ 
開始前の準備として、木更津市の「好きなところ」「よいところ」を考えてみて 
ください。 

４ 
時間がありましたら、資料の中身にも目を通してみてください。 
（必要な説明は後ほどいたします。） 

木更津市制施行 80 周年記念事業 

きさらづ未来会議  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆                       ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

 

木更津市の 

未来のために 

ご協力を 

お願いします！ 

●●●●●●●●                        ●●●●●●●● 
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１．はじめに 

 ①きさらづ未来会議の目的 

今年度、木更津市では市制施行 80 周年を迎えます。これにあたって、「20 年後（100 周年）の木

更津市がどのようなまちであってほしいか」を市民の皆さんと共に考える場として、「きさらづ未来会

議」を開催します。 

第１回の本日は、「市の魅力」について話し合うとともに、市の状況や課題を知った上で、木更津市

がどんなまちになるとよいか、まず言葉にしてみる・共有してみるプログラムとなっています。 

 

きさらづ未来会議は、「みんなが参加して一緒に考えていく」ワークショップの形式で開催します。

ワークショップは、何か１つの正解を決めるのではなく、「みんなが参加して一緒に考えていく」もの

です。「不正解」はありません。楽しく話し合いながら、木更津のまちづくりを一緒に考えましょう！ 

 ②本日の流れ 
 

１ 
開会あいさつ 

概要説明 
10:00-10:15   自己紹介タイムを含みます。 

２ 
ワークショップ① 

きさらづビンゴ 
10:15-10:40   各自の思う木更津市の魅力を共有します。 

３ 
市の状況を 

知る・考える 

10:45-11:15 

世界の動きや市の状況、これまでの市の取り組みを学びます。 

４ 
ワークショップ② 

ビジョン案の共有 

11:15-11:55 

「どんなまちになるとよいか」のビジョン案を出し合います。 

５ 
閉会あいさつ 

事務連絡 
終了後、今後の流れなどについてご説明いたします。 

 

 

  



 

3 

２．きさらづビンゴ 
配付のビンゴシートを使います。詳しくは全体で説明いたします。（終了後、一旦休憩予定） 

３．市の状況を知る・考える 
世界の動きや、その中での市の状況、市の課題とそれに対してどんな取り組みを進めてきたかを 

知るパートです。 

４．ビジョン案を出し合う 

ステップ１ 

２で挙がった事項や３で知った内容も参考に、「木更津市がどんなまちになるとよいか」という 

ビジョンを言語化し、付箋に書き出していきましょう。詳しくは全体で説明いたします。（約５分） 

 

 

ステップ２ 

書いた付箋を、各メンバーが発表しながら模造紙に貼っていき、似たものはまとめていきます。

（約 25 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ３ 

話した内容・アイディアを、全体で共有します。 

（約 10 分） 

●付箋１枚に、書きたいことは１つ！ 

●「正解」はない、たくさん出す！ 

●抽象的なものも OK。言葉にする。 

●一人ずつ貼っていく！ 

●一人 5 分以内程度！ 

●貼る位置も考えながら！ 

A 

B みたいなまちに 
なっていくとよいけど… 

A とまとめられるかも 
しれないですね。 

B 
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５．閉会 

これで本日のプログラムは終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

次回もよろしくお願いいたします。 

  メモ 
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